
第３編 火山災害予防計画 第１章 有珠山の理解

第１節 有珠山火山防災マップの整備 活用・

１ 有珠山火山防災マップの活用

有珠山火山防災マップは、平成７年度（1995年）に山頂噴火を想定して作成され、平成13年度

（2001年）には2000年噴火を受けて、新たに山麓噴火を想定した有珠山火山防災マップが作成さ

れた。

有珠山の再噴火に備え、次のような住民への周知、行政での有珠山火山防災マップの活用を図

る。

〇住民・施設等への配 有珠山の噴火の影響範囲、噴火活動の知識、避難時の
布 知識等を周知するために、住民への配布、公共施設・観

光施設への掲示等を行う。

〇防災資料への掲載 広報紙や防災パンフレット等に有珠山火山防災マップ
を掲載する。

〇行政資料への活用 避難計画等の検討用の資料とするだけでなく、都市計
画や土地利用計画などにも反映するよう活用を図る。

２ 有珠山火山防災マップの更新

地域の社会状況や有珠火山の活動は長期間にわたって少しずつ変化する。そのため、それぞれ

の時点で噴火の予想や防災情報が的確なものとなるよう有珠山火山防災マップを見直す。

〇有珠山火山防災マッ 毎年、社会状況の変化等にあわせて有珠山火山防災マ
プの更新 ップの記載事項の見直しを行い必要があれば修正する。

第２節 防災教育 啓発活動・

１ 住民への啓発活動

自主防災活動を通じて火山に対する防災意識の向上や非常時の準備を行えるように啓発活動を

実施する。
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〇防災広報の実施 有珠山火山防災マップ、災害時の非常持ち出し品、災
害への知識等を掲載したチラシ、ハンドブック等を作成
し、住民、観光施設、事業所などに配布する。

〇防災教育・展示施設 有珠山ライブ映像装置、噴火シミュレーション装置等
の整備 の整備や火山関連資料等を展示し、有珠山の理解に活用

する。

〇災害記録誌、ビデオ これまでの噴火史や2000年噴火の記録誌、ビデオ等を
の作成 作成し自主防災活動等に活用する。

２ 児童 生徒への防災教育・

児童・生徒が有珠山に関する知識を習得できるよう小学校、中学校の学校教育を通じて、防災

教育を行う。

〇教材の作成 有珠山の地形、活動史、2000年噴火の状況などをまと
めた教材を作成し、防災教育に活用する。

〇防災教育の実施 理科及び社会科等の授業や野外活動を通じて有珠山に
関する知識を習得する。

３ 観光客 観光業者への啓発・

観光客が安全に避難できるように、観光施設等に有珠山火山防災マップを掲示するよう要請す

るとともに、各施設ごとに防災計画を策定するように指導する。

また、火山噴火に関する資料を展示し、観光客等に周知・啓発を図る。

〇施設への有珠山火山 観光客に対する啓発をするために観光施設等に有珠山
防災マップの掲示 火山防災マップを掲示するように要請する。

〇防災計画の策定指導 観光客を安全に避難させるために各施設ごとに情報伝
達、避難対策等を定めた防災計画を策定するように指導
する。

〇火山資料館の整備 噴火に関する資料を展示した火山資料館等の施設整備
を検討する。

○火山遺構の保存 金比羅山火口群、西山火口群の周辺の災害を受けた施
設、建物等の災害遺物・遺構を保存し、体験学習ができ
るように整備を図る。
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第３節 火山専門家との連携強化

１ 情報交換

札幌管区気象台、北海道大学等の火山専門家等と互いの情報を共有するように努める。

２ 講演会 見学会等の開催・

有珠火山について知識を広げるために、火山専門家等を招いて住民及び一般参加による講演会

・見学会を開催する。

〇講演会の開催 火山専門家等を招いて火山についての講演会やシンポ
ジウムを開催する。

〇見学会の開催 火山専門家に案内を依頼して有珠火山の野外見学会を
実施する。
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